
そば打ちで交流

　大崎中学校３年生が５月10日（火）から12日
（木）の３日間、町内の各事業所で職場体験をお
こない、役場では３名の生徒を受け入れました。
　生徒は、各課の業務を学んだほか、文書の発
送準備をおこなったり、介護予防教室「マスター
ズプロジェクト」に町職員と同行し持留地域の方
と交流をしました。
　初日は緊張していた様子でしたが、楽しみか
つ真剣に学んでいるようでした。

大崎中学生が職場体験学習

　４月18日（月）、菱田保育園と中沖保育園の年長児、
菱田地域保全協議会の皆さんが、菱田小学校近く
の８畝

せ
ほどの土地に、ひまわりの種を蒔きました。

　同協議会は、地域の景観を良くしたいと毎年園
生と一緒に種蒔きをおこなっており、10年ほどに
なります。
　参加した平山鈴

りん
さんは「楽しかった。いっぱい

咲いてほしい」と話してくれました。

ひまわりの
種蒔きで交流

菱田分団が
交通安全の呼びかけ

　４月26日（火）、菱田小学校前の横断歩道付近
において、消防団菱田分団員が交通安全や火の用
心の呼びかけをおこないました。
　同団には小中学校の保護者が多く、児童生徒の
安全のためにと、朝の登校時間に合わせて初めて
実施されたものです。
　児玉孝

たか
德
のり
分団長は「地域住民の安心安全を願っ

ています」と話されました。

　５月14日（土）、野方改善センターにおいて、
野方小学校６年生が野方地域の皆さんにそば打
ちを習い、交流をしました。
　これは、児童と地域の方との交流、昔ながら
のそば打ち体験学習を目的に７年ほど前からお
こなわれています。
　昨年、同校の５・６年生と地域の皆さんが種
蒔きや「唐

とう み
箕」を使った選

別作業をおこなっており、
今回そば打ち体験をして
自分たちで打ったそばを
食べました。
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